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子供たちが地球温暖化防止を考える 
～地球の未来のため、僕たちができること～ 

 

小学校ＴＦＰ（※１）とは、習慣となっているクルマ利用を見直す“きっかけ”づくりと 

して、環境問題について学習し、児童自らＣＯ２を減らす交通行動変更プランの提案を行い、

保護者の方に実践してもらう取り組みです。 

今回学習計画の一環として取り組んでいる小学校ＴＦＰについて、駅家西小学校において 

小学５年生を対象に、実施することとなりましたのでお知らせします。 

 

○開催日時・開催内容（詳細：別紙参照） 

STEP1  ：令和元年 ５月２２日（水）【地球温暖化について知る】 

STEP2､3：令和元年 ６月 ５日（水）【クルマからのＣＯ２を減らす方法を考える】 

STEP4  ：令和元年 ６月２６日（水）【地球温暖化を解決する方法を考える】 

 

○場所 

福山市立駅家西
えきやにし

小学校（福山市駅家町近田２０５－１） 

    ・取材される場合は、事前に下記問い合わせ先へご連絡いただけると助かります。 

・駐車場は、小学校内にあります。 

 

福山都市圏では、渋滞緩和と地球温暖化防止を目的に福山都市圏交通円滑化総合計画を 

策定し、ノーマイカーデーの通年実施方策である「備後のＣＯ2削減『ベスト運動』」を主体施

策として推進しており、今回の取り組みはその一環となっております。 

 

 

 

お知らせ 

福山都市圏交通円滑化総合計画推進委員会 事務局 
 

●お問合せ先 

福 山 市 建 設 局 都 市 部  都 市 交 通 課 長  住吉
すみよし

 孝
たかし

  

〒７２０－８５０１ 広島県福山市東桜町３－５ 

ＴＥＬ０８４－９２８－１１６１ 

広 島 県 東 部 建 設 事 務 所  工 務 第 一 課  課 長  百合
ゆ り

野
の

 博司
ひ ろ し

  

〒７２０－８５１１ 広島県福山市三吉町一丁目１－１ 

ＴＥＬ０８４－９２１－１３１１ 

国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所 調査設計第二課長 安食
あんじき

 貴
たか

仁
ひと

 

〒７２０－００３１ 広島県福山市三吉町四丁目４－１３ 

ＴＥＬ０８４－９２３－２６２０ 

福山都市圏交通円滑化総合計画ホームページ 

       http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/enkatsu/best/index.html          

 

  

※１ ＴＦＰ（トラベル フィードバック プログラム）とは 

コミュニケーション・アンケートなどにより、普段の交通行動をふり返り、クルマのより良い使い方
などを考え、実践していくプログラム。 

福 山 市 建 設 局 都 市 部  都 市 交 通 課 長  住吉
すみよし

 孝
たかし

 

 

広 島 県 東 部 建 設 事 務 所  工 務 第 一 課  課 長  百合
ゆ り

野
の

 博司
ひ ろ し

 



 
 

○駅家西小学校の５年生が、地球温暖化防止に向けて取り組みます！ 

※１；福山都市圏交通円滑化総合計画では、学校ＴＦＰを施策の１つとして取り組んでいます。（参考資料参照） 

 

▼各 STEP の概要 

【授業の様子（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

STEP1　動機付け

普通の空気と排気ガスが入った

ペットボトルに赤外線ランプを放

射し温度差を計測、 CO2による

温暖化の影響を知る

STEP2　実行意図

保護者の方のクルマを使った行

動から、 CO2を削減するための

行動プランをパソコンを使って

考える

STEP3　実践

自ら考えた保護者の CO2を削

減するための行動プランを整理

して、 保護者の方に実践しても

らえるようにお願いする

自ら提案した行動プランによる

CO2削減量を知り、 「かしこいク

ルマの使い方」 を継続してもらう

ためのメッセージシートを作成

STEP4　効果把握

問題 ・ 原因
を 知 る

第 1 回 (1 ～ 2 時間目 )

地球環境問題全般と　　
地球温暖化について知る

対策 ・ 方法
を 考 える

第 2 回 (3 ～ 4 時間目 )

クルマからのＣＯ2を減らす
方法 ( 行動プラン ) を考える

発表 ・ 提案
す る

第 3 回 (5 時間目 )

地球温暖化を解決する方法
( かしこいクルマの使い方 )
を考える

普通の空気と排気ガスが入った

容器に赤外線ランプを放射し温

度差を計測、CO2 による温暖化

の影響を知る 

保護者の方のクルマを使った行

動から、CO2 を削減するための行

動プランを考える 

自ら考えたCO2を削減するための

行動プランを整理して、保護者の

方に実践してもらえるようにお願

いする 

自ら提案した行動プランによる

ＣＯ２削減量を知り、「かしこいク

ルマの使い方」を継続してもらう

ためのメッセージシートを作成 

ＳＴＥＰ１ 動機付け 

ＳＴＥＰ２ 実行意図 

ＳＴＥＰ３ 実践 

ＳＴＥＰ４以降 効果把握等 

STEP1 問題・原因を知る 
地球環境問題全般と 

地球温暖化について知る 

STEP2～3 対策・方法を考える 

クルマからのＣＯ2を減らす 

方法（行動プラン）を考える 

STEP4 提案する 

地球温暖化を解決する方法 

（かしこいクルマの使い方） 

を考える 

開催日時 

 

ＳＴＥＰ１ 

ＳＴＥＰ２、３ 

ＳＴＥＰ４ 

５／２２（水） 
 １０：４５～１２：２０ 

６／５（水） 

８：４５～１２：２０ 

６／２６（水） 

１０：４５～１２：２０ 

３～４校時 

５年  １組、２組合同 

１～２校時 ３～４校時 

５年１組（予定） ５年２組（予定） 

３校時 ４校時 

５年１組（予定） 
 

５年２組（予定） 
 

別紙 



 

参考資料 

◆福山都市圏交通円滑化総合計画の取り組み 

・福山都市圏交通円滑化総合計画推進委員会では、渋滞緩和と地球温暖化防止を目的に、ノーマイカーデーの 

通年実施方策である「備後のＣＯ2削減『ベスト運動』」を主体施策として推進しています。 

・ 『ベスト運動』に、より多くの方が参加していただくため、習慣となっているクルマ利用を見直していただく 

“きっかけ”として「学校ＴＦＰ」を支援施策として位置づけています。 

・ 今回の取り組みは、小学校でTFPを実施するものです。 

 

 

          ●ベスト運動とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ●ベスト運動 取り組み内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

中心部 

レンタサイクル 

中心部 

ループバス バスロケーショ

ンシステム 

時差通勤 

交通情報 

提供 

 T F P フォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＦＰ（ Ｈ１７ ( ２００５ ) ～ ） 

（トラベル フィードバック プログラム） 

コミュニケーションを図りながら、自発的
な行動の変化を促し、車の使い方を考える   
“きっかけ”を与えるプログラム 

学校ＴＦＰの場合、児童が交通、環境問
題の学習と交通行動変更のプランづくりを
行い、保護者様へ提案させていただく手法
をとります。 

H18 ( 2006 ) 7 月～ 

福山駅前レンタサイクル 

スタート 

H19 ( 2007 ) 1 月 

交通まちづくりフォーラム 

開催 

H21 ( 2009 ) 2 月 21 日～ 

中心部循環バス路線 

運行開始 

●今回の取組 
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